
 

AMS 「ニューヨーク大会」 レポート 

アメリカは施設数、対象とする子どもの年齢、教員養成システム等のすべての分野においてモンテッソーリ

教育の最先進国であり、その中心となるＡＭＳ（Ａｍｅｒｉｃａｎ Ｍｏｎｔｅｓｓｏｒｉ Ｓｏｃｉｅｔｙ）は世界最大のモンテッソ

ーリ組織です。『子どもの家』誕生 100 周年に当たる 2007 年３月１～４日、ニューヨークで記念大会が開催

され、私ども日本モンテッソーリ教育綜合研究所を代表して、松浦公紀・櫻井美砂の両実践講師が大会に参

加、発表をしてアメリカおよび世界各国のモンテッソーリアンとの交流を図ってまいりました。 

●開催日：2007 年３月１日(木)～４日(日) 

●会 場：マリオット・マーキス・ホテル（ニューヨークの中心、タイムズ・スクエア） 

●参加者：5,000 人を越える世界各国のモンテッソーリ関係者ほか 

●テーマ：「モンテッソーリ教育の 100 年の革新と感動」 

松浦公紀・櫻井美砂の両実践講師は初日の３月１日に開催された「グローバル・フォーラム」と最終日４日

の「日本のモンテッソーリ教育」のプレゼンテーションを行いました。 

●３月１日：グローバル・フォーラムは特に 100 周年

を記念してのこれまでの大会にないイベントの一つで

す。世界最大のモンテッソーリ関連団体である AMS が

モンテッソーリの一世紀を節目として、その活動をア

メリカ国内のみに限らず、世界に向けて発信していこ

うとする姿勢の現れです。 

３月１日午前９時、主会場であるマリオット・マーキ

ス・ホテルの Astor Ballroom にドイツ、イギリス、ウ

クライナ、ウガンダ、アメリカ、中国、グアテマラ、

エルサルバドル、プエルトリコ、南アフリカそして日

本からの代表が集まりました。進行は AMS 会長を初めとした理事会のメンバーが勤めます。（写真：グローバル・

フォーラムで松浦公紀講師が日本のモンテッソーリ教育の紹介） 

◎第１部にドイツ・イギリス・ウクライナ・ウガンダ・アメリカが、第２部に中国・グアテマラ・エルサル

バドル・プエルトリコ・南アフリカそして日本がそれぞれ各国のモンテッソーリ教育の現状と今後の世界規

模でのモンテッソーリ教育の普及について発表しました。引き続き会場に集まった参加者からの質疑応答の

時間がもたれました。AMS では発表者が一方的に述べるだけでなく、参加者からの質問、感想にもウェイト

が置かれ、双方向の交流が大会全体を通してのスタンスです。 

各国の発表には以下の３点が盛り込まれます。①現在の当事国でのモンテッソーリ教育の現状 ②普及にあ

たり最も力を注いでいること ③10 年後の展望 の３点です。 

松浦・櫻井両講師は、日本でのモンテッソーリ教育が現段階では保育園・幼稚園・子どもの家といった集

団保育施設で主に小学校に入学する前の未就学児に対する教育法の一つとして位置付けられていること。い

まだに全集団保育施設の２％に満たないパーセンテージでしか実施されていないこと。しかし、この 20 年間

で特に保護者へのモンテッソーリ教育の認知度が上昇し、今後ますますモンテッソーリ教育に対する要請が



高まってくるだろうという現状を報告いたしました。 

また、最も力を注いでいることとしては、モンテッソーリ教育の方向を初めから見ているモンテッソーリ

教育の肯定派に対してだけではなく、モンテッソーリ教育に懐疑的な視点を持つ人々や、管理者、学生、保

護者等の様々な立場の人々になるべく多くの門戸を設ける点を挙げました。 

３点目の 10 年後の展望に関しては、日本では変化は徐々にしか訪れないのでどれほどの目に見える形とな

って進展が現れるかははっきり名言できませんが、保護者からのニーズは益々高まってくるでしょうし、い

くつかのモンテッソーリ教育の小学校もできているかもしれません。しかし、モンテッソーリ教育の広まり

と同時に誤解や偏見も多くなることも予想できることであり、それらに対して日本でのモンテッソーリ教育

がどうあるべきかを示す役割を日本モンテッソーリ教育綜合研究所が担っていきたいという希望を述べまし

た。 

また、今回お呼びいただいたお礼も兼ねて、日本でのモンテッソーリ教育の普及のためのインパクトとし

て AMS の大会を日本でも開催してほしいという要望と、このように多数の参加者を世界から集めての発信は

もはや AMS（American Montessori Society）の枠をはずして、UMS（United Montessori Society）と

いう団体名に変更したらどうかという提案もいたしました。これには満場からの拍手が沸き起こりました。 

◎平和教育を標榜するモンテッソーリ教育は同じく世界平和のための最大組織である国連とも強いつながり

があります。現に AMS の事務局の中には国連担当の部署もあります。午後からは国連ビルに場所を移して討

議が行われました。国連ビルでは一人ひとりが厳重なボディチェックを受け、４階のウェストテラス・ダイ

ニングルームを会場にして午後の部が開会。歓迎レセプションには国連を代表してドミニカ共和国の国連大

使フランシス・ロレンツォ氏が挨拶し、国連の意義とモンテッソーリ教育の理念が同じものであることを強

調し、この 100 周年を機にこれまで以上の連携を強めていこうと述べました。主催である AMS からは会長の

マイケル・ドレアー氏、事務局長のリチャード・アンジェラー氏から挨拶がありました。両氏の挨拶の中で

は、午前に私達が提案した UMS 構想を高く評価してくれたようで何回か Japan や松浦・櫻井両講師の名前が

出てきました。その後歓迎昼食会の後、グローバル・フォーラムの発表者ではないけれども世界から参集し

たモンテッソーリアンが自由に語る場が設けられました。モンゴルや、ブータンにはまだモンテッソーリの

施設が一つずつしかないそうですが、そこから参加している同志の話をはじめとし、同じアジアの仲間であ

る韓国、台湾、マレーシアの人達。まさにここがユナイテッド・ネーションであることを、そして、それを

モンテッソーリというキーワードの下に集まった同じ情熱を持った人々で構成されているという実感を強く

感じました。感動の大会はこうして幕を開けたのでした。 

▲MS 会長 マイケル・ドレアー氏と松浦公紀            ▲国連ビル ウエストテラス ダイニングルームでの歓迎昼食会 



●３月２日：大会第２日からは本格的なセッション（研究、実践発表）の始まりです。100 周年の記念とい

うこともあり、例年の大会よりも数多い発表がなされました。４日間を通して総数 100 の発表がありました。

これを見ただけでもこの大会の規模の大きさがわかります。どの発表も事前の内容と発表者の書類審査をパ

スして選ばれたものです。同じ時間枠で 15 程度の発表が行われます。参加者は自分の聞きたい発表を選んで

会場に足を運びます。 

２日目には「記念講演」も盛り込まれていました。100 周年の記念講演とあって講師はカリスマ的存在で

あるアフリカ系アメリカ人女性のマヤ・アンジェロウさんでした。どのような人物であるか知れば知るほど

まさにモンテッソーリ教育にふさわしい生き方をした人物であることがわかりました。彼女はマーチン･ルー

サー･キング牧師と共に公民権運動に深く関わり、アフリカ系アメリカ人の解放に尽くした女性です。1993

年にはクリントン大統領の就任式で自作の詩を朗読し、現代アメリカでもっとも有名なアフリカ系女性詩人

です。管理や束縛から解放するという点で、子どもを解放し自由を与えたモンテッソーリ教育と共通項が存

在します。彼女自身もモンテッソーリ教育を受けた子ども持つ親です。 

講演では引き込まれるお話し以外にも、心に響くゆったりとした黒人の悲哀の歌や、最後にはモンテッソ

ーリ教師のための詩を披露してくれました。詩人であり、女優であり、歌手であり、教育者である彼女の様々

な面を堪能させてくれました。マディソン・スクエアガーデンのシアターを埋め尽くした満員の観客のスタ

ンディング・オベーションで講演の幕は閉じました。 

●３月３日：セッションの一つにアンジェリン･リラードという女性の発表がありました。彼女はヴァージニ

ア大学の心理学博士で日本の心理学学会での発表もある人です。また、母親もモンテッソーリ教育関係者で、

邦訳もされている「なぜ いまモンテッソーリ教育な

のか」の著者ポーラ･ポルク・リラード女史その人です。

アンジェリン･リラード博士の発表はまさにスクーリ

ングでの実践理論の内容でモンテッソーリ教育概論的

なものでした。彼女の発表以外のものも総じて、モン

テッソーリ教育がデータを重視し、科学的かつ論理的

に語るものばかりでした。日本同様、最新の脳科学か

らのモンテッソーリ教育の検証の発表も数多くあり、

多くの参加者が集まっていました。雰囲気やムード、

神秘的、霊的にモンテッソーリ教育を語る流れはあり 

ませんでした。                  ▲アンジェリン･リラード博士の発表 

◎同じく３月３日にはコネチカット州選出のクリストファー･ドッド上院議員の基調講演もありました。モン

テッソーリ教育の普及には政治家の力も必要です。しかも本当にモンテッソーリ教育を理解している政治家が。 

コネチカット州にはウィットビー･モンテッソーリ･スクールという伝説の学校があります。ここの校長だっ

たナンシー･マコーミック･ランブッシュ女史が 1960 年に AMS を設立したのです。ドッド上院議員の妹は 40

年間に渡ってモンテッソーリ教師です。 

●最終日３月４日：松浦・櫻井両講師のプレゼンテーションが 9：30～11：00 の間に行われました。アメリ

カの先生方、アメリカのモンテッソーリ校で活躍している日本人の日本モンテッソーリ教育綜合研究所 教師

養成センターの卒業生である教え子達が全米から駆けつけてくれました。 

◎松浦・櫻井両講師の発表の内容は“Montessori in Japan”というタイトルで、前半で日本のモンテッソー

リ教育の現状と日本モンテッソーリ教育綜合研究所の役割を紹介しました。日本のモンテッソーリ教育の現



状の紹介の一環としてモンテッソーリ教育現場での子どもたちの活動の様子をビデオで紹介もしました。と

ころは変わってもモンテッソーリ教育の本質は同じであること。モンテッソーリは世界の共通語であること

を分かち合いました。 

◎浦講師の主張の一つは、「100 年前にマリア・モンテッソーリがローマで始めたこの教育法をそのままの形

で真似るだけではモンテッソーリ教育の真の普及にはつながらない。それぞれの国、地域にはその背景に異

なる文化が存在し、その文化と既存のモンテッソーリ教育をいかに融合させるかが世界共通の課題である」

というものです。そのためには、日本人である私達はまずは日本の文化を知るところから初めなければいけ

ません。そして、その日本の文化的要素が実は様々な「日常生活の練習」として位置付けられていることを、

提示を交えて後半として紹介しました。日本の文化を知る上で避けて通れない「道」の理解。その中でも「茶

道」の役割は大きく、一期一会の精神がお客様のもてなしへとつながって行く流れを櫻井講師が理路整然と

語りました。お茶のお点前はそのまま提示の分析行動へとつながります。櫻井講師は提示においてもアメリ

カのモンテッソーリ関係者を驚かせました。その優雅で、分析された提示は参加者を魅了し、提示の最中は

水を打ったように静まり返り、提示が終わった瞬間感動の拍手がしばらくは鳴り止まない状態でした。 

◎発表の終了と共に多くの参加者が両講師のところへ寄って来て嬉しい感想を述べて、発表を称えてくれま

した。両講師の発表には両講師のアメリカでの恩師の先生方以外にも、大会のオープニングの講演の栄誉を

与えられたウエストサイド・モンテッソーリ・スクールのマリーン・バロン博士や、著書を通じてその理路

整然とした考え方にずっと尊敬の念を抱いていたシアトル大学のジョン・チャタン・マクニコルス博士など、

いわゆるアメリカのモンテッソーリ界の大物の先生方が何名も参加されていました。そして、その先生方が

皆さん一様に両講師の発表を評価していました。 

▲クレア・キム先生による発表者の紹介    ▲松浦講師の「Montessori in Japan」発表 ▲櫻井講師の「日本文化」の発表 

 

今回の大会を通じて、日本でのモンテッソーリ教育と日本モンテッソーリ教育綜合研究所の役割を広く伝え

ることができました。また、モンテッソーリ教育の素晴らしさを再確認すると共に、世界中の多くのモンテ

ッソーリの先生方と知り合うことができました。これは今後の日本のモンテッソーリ教育下位の更なる前進

の大きな原動力に、必ずやなるでしょう。 

 


